
2014 年 11 月 22 日長野県北部地震での地表地震断層近傍での建物被害調査（速報） 

 

 工学院大学建築学部 久田嘉章、石川理人（2014 年 12 月 2 日） 

 

１．はじめに 

 2014年長野県北部地震（MJ6.7）で発生し

た地表地震断層の近傍の北城エリアと、大き

な被害が集中した堀之内エリアを中心に、

2014年 11月 30日に建物被害調査を実施し

た。以下にその概要を紹介する（図１）。 

 

２．堀之内エリアの被害調査概要 

図２に堀之内エリアで確認した地表地震

断層の位置と建物被害調査範囲を示す。建物

被害は文献 1)と同じ調査シート（文末に添

付）を用い、外観目視により、22棟を調査し

た。被害グレードの内訳は D5(倒壊)が 7棟、

D4(全壊)が 2棟、D3(半壊)が 8棟、D2(一部

損壊)が 1棟、D1(軽微)が 2棟、D0（無被害）

が 1棟であり、D4以上の全壊率は 41％であ

った。時間的な制約から限定された狭い範囲

での調査であるが、この数字や被害状況から

このエリアでは震度７相当の非常に激しい揺れがあったと想像される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 建物被害調査エリア(Mapionに加筆) 

1 堀之内エリア 

2 北城エリア 

図２ 堀之内エリアの地表地震断層と建物被害調査範囲(Mapionに加筆) 

地表地震断層 

堀之内公民館 

建物被害調査範囲 

県道 33号線 

震源震源震源震源 



 写真１～１２に堀之内エリアでの地表地震断層や建物被害の状況を示す。 

写真１と２は堀之内エリア西側の道路（南側の県道と北側の農道）に現れた地表地震断層

の痕跡である（文献 2））。いずれも上盤側となる東を向き、堀之内エリアを望む写真である。 

写真３は堀之内南側の県道での液状化の痕跡であり、盛土による造成が行われたと想像

される。 

写真４は堀之内公民館（在来木造）の被害である。( )内の D4は被害グレード 4を意味す

る（以下の写真も同じ）。 

写真５は公民館前の墓石の様子であり、ほぼ全てバラバラな向きに転倒していた。 

写真６は堀之内公民館の北側の木造建物であり、南向きの道路に転落していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 堀之内西側の県道での地表地震断層 写真２ 堀之内西側の農道での地表地震断層 

写真３ 堀之内南側の県道での液状化 写真４ 堀之内公民館の被害(D4) 

写真５ 堀之内公民館前の墓石転倒 写真６ 公民館北側の建物の南向き転落(D5) 



写真７は写真６の北隣りの伝統木造であり、１階部分が北向きに大きく傾斜していた。 

写真８は公民館の北西側の新しい建物で、外観上はほぼ無被害であった。 

写真９は写真８の北西側の新しい在来木造建物である。接合部に金物補強がなく、柱がほ

ぞから抜け出ており、南西向きに倒壊していた。 

写真１０は擁壁の崩落被害であり、その上の在来木造建物は北西向きに倒壊していた。写

真奥の中央の建物は写真９の倒壊建物である。 

写真１１は堀之内西側の伝統木造建物であり、１階が大きく北向きに傾斜していた。 

写真１２は写真１１の西側隣りの木造建物であり、建物全体が基礎から東向きに 30 cm

程度移動していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真７ 公民館北側伝統木造建物の 
北向き傾斜(D4) 

写真８ 公民館北西側建物（D0） 

写真９ 堀之内西側建物の倒壊（D5） 写真１０ 堀之内西側擁壁被害と倒壊建物 
（中央奥の建物写真は写真９） 

写真１２ 堀之内西側建物の東向き移動(D3) 写真１１ 堀之内西側・伝統木造の傾斜(D4) 



 堀之内エリアでの被害調査結果をまとめると、エリアの西側で地表地震断層が確認され

たが、変位量は大きくなく、エリア内の建物への影響は殆ど無かったと思われる。エリア内

では液状化などの地盤変状の痕跡がいたるところに見られ、地盤条件は良くないと想像さ

れる。また調査範囲は限定され、22棟の建物の被害調査結果ではあるが、D5(倒壊)が 7棟、

D4(全壊)が 2 棟であり、全壊率は 41％であった。多くの建物は総じて南北方向に倒壊また

は傾斜しており、この方向に震度７相当の非常に激しい揺れがあったと想像される。大破し

た建物の大半は非常に古い伝統・在来木造であったが、新しい建物でも接合部の補強が不十

分な場合には大きな被害が生じていた。 

 

３．北城エリアの被害調査概要 

 図３に白馬駅東側の北城エリアでの建物被害調査の範囲を示す。図４は図３の北側の森

上地区の拡大図であり、最大の地表地震断層が現れたエリアである（文献 3））。 

 写真１３は道路に現れた 1 m近い地表地震断層であり、西側の下盤側からの写真である。 

 写真１４は写真１３の左隅に見える上盤上の倉庫であるが、外観上ほぼ無被害である。 

 写真１５は写真１３の奥に見える上盤上の建物であるが、外観上ほぼ無被害である。 

 写真１６は写真１３の右（南）側に続く地表地震断層である。右手の小屋はほぼ無被害で

ある。その他、周辺の建物も外観上ほぼ無被害であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３ 北城（白馬駅東側）での建物被害調査エリア(Mapionに加筆) 

大出地区 

森上地区 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 北城（森北地区）での建物被害調査範囲(図３参照、Mapionに加筆) 

地表地震断層 

写真１３ 道路上に現れた地表地震断層 写真１４ 写真１３の左の倉庫(D0) 

写真１５ 写真１３の中央奥（東側）の 
事務所建物(D0) 

写真１６ 写真１３の右（南側）の 
地表地震断層 

森上地区 

建物被害調査範囲 



 図５は大出地区（図３参照）で確認した地表地震断層と調査範囲を示す。 

 写真１７は畑に現れた地表地震断層 1で、南向きの写真である。 

 写真１８は写真１７の南側の農道に現れた地表地震断層 2である。 

 写真１９は写真１８の目の前のアパートであるが、外観上ほぼ無被害であった。その他、

周辺の建物も同様にほぼ無被害であった。 

 写真２０は写真１８・１９の南側の墓石の様子である。古い墓石を中心に２～３割程度転

倒していたが、ほぼ全て南北方向に倒れていた。 

 写真２１は住宅地に現れた地表地震断層 3であり、西向きの写真である。 

 写真２２は地表地震断層 3から北向きの写真であり、右側が上盤である。 

 写真２３は地表地震断層 3 の北側直上に位置する在来木造建物である。下盤側の建物奥

の角部が、手前の上盤側に対して落ち込んでいる。応急危険度判定は黄色であった。 

 写真２４は地表地震断層 3 の南側直上に位置する在来木造建物である。上盤側建物が持

ち上がり、かつ西側（写真右側）に移動し束石からずれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真１７ 畑に現れた地表地震断層 1 写真１８ 農道に現れた地表地震断層 2 

図５ 北城（大出地区）での建物被害調査範囲(図３参照、Mapionに加筆) 

地表地震断層 1 

墓石 

地表地震断層 2 
地表地震断層 4 

国道 406号 

大出地区 

地表地震断層 2 

地表地震断層 3 

建物被害調査範囲 

建物被害調査範囲 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１９ 写真１８の前（西側）のアパート 写真２０ 墓石の南北方向の転倒 

写真２１ 住宅地の地表地震断層 3（西向き） 写真２２ 地表地震断層 3（北向き） 

写真２３ 地表地震断層 3の北側直上の建物(D3) 写真２４ 地表地震断層 3の南側直上の建物(D3) 

写真２５ 国道 406号線上の地表地震断層 4 写真２６ 地表地震断層 4の北側の建物(D1) 

拡大 



 

写真２５は国道 406 号線上の地表地震断層 4 であり、西向きの写真である。調査時には

道路は補修されていたが、左側（北側）の歩道には段差の痕跡が残っていた。 

写真２６は地表地震断層 4 から北向きの写真である。左側の建物は地表地震断層に隣接

する下盤側に位置する。写真ほぼ中央の奥に傾斜した小屋が見える（拡大参照）。 

 

４．おわりに 

 約５時間程度の時間ではあったが、被害の集中した南側の堀之内エリアと、明瞭な地表地

震断層が現れた北城エリア（東部）を中心に建物被害調査を行った。 

堀之内エリアは調査した 22 棟のうち D5(倒壊)が 7 棟、D4(全壊)が 2 棟であり、全壊率

は 41％となった。極めて限定された範囲ではあるが震度７相当の非常に強い揺れが生じた

と思われる。エリア内のいたるところに液状化など地盤変状の痕跡があり、軟弱地盤による

地震動の増幅効果があったと思われるが、多くの建物は南北方向に倒壊・傾斜しており、北

側の震源から南側に向かう震源断層の破壊伝播による何らかの指向性効果が作用したと考

えられる。但し、南北に走向を持つ断層面の場合、指向性パルス（キラーパルス）は東西方

向に現れるはずであり、なぜ南北方向に強い揺れが現れたのか、今後の詳細な検討が望まれ

る。大きな被害を受けた殆どの建物は非常に古い在来・伝統木造家屋であったが、新しい木

造建物の被害は比較的軽微であった。但し、接合部の補強が不十分な場合、倒壊に至る大被

害が生じていた。多くの伝統木造は非常に豪華な造りであり、希少価値があると思われるが、

このままでは殆どが取り壊しになると思われる。震災のたびに多くの伝統家屋が消滅して

おり、今後何らかの措置を講じる必要を感じた。 

 一方、北城エリア（東部）である森上・大出地区では、最大で 1 m 近い明瞭な地表地震

断層が現れていた。しかしながら、今回調査した範囲では地震動に起因すると思われる大き

な被害を受けた建物は見られず、主な建物被害は地表地震断層による地盤変状に起因して

いた。この結果は既往の地表地震断層の近傍の被害調査（文献１など）とも調和的である。 
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調査日調査日調査日調査日                調査員調査員調査員調査員             住宅地図住宅地図住宅地図住宅地図       頁 写真枚数写真枚数写真枚数写真枚数           枚  

写真番号(    )－(     )～(     ) 

A.建物番号建物番号建物番号建物番号             B.表札表札表札表札            氏  C. 応急危険度判定応急危険度判定応急危険度判定応急危険度判定 1. 無 2. 有（赤・黄・緑） 
 
D.建築年建築年建築年建築年 1.非常に古い 2.古い   3.新しい  4.不明 5.推定(      年頃) 6.聴取(      年) 

(築 30年以上)    (築 30～10年)  (築 10年以下)  
 
E.現状現状現状現状         1.現状保存 2.解体中 3.解体撤去済み 4.修繕中 5.不明 6.聴取(修繕済・無被害・不明) 
 
F.建物用途建物用途建物用途建物用途 1.戸建専用住宅 2.長屋住宅 3.共同住宅 4.併用住宅 5.店舗 6.オフィス 7.その他       
 
G.構造種別構造種別構造種別構造種別 1.木造（伝統・準伝統・在来・壁式・（  ）） 2. S造（重量・軽量）3. RC造 4.その他（CB造・その他） 
 
H.建物階数建物階数建物階数建物階数 1.平屋  2. 2階（ピロティ無，ピロティ有） 3.（          ）階（ピロティ無，ピロティ有） 
 
I.主被害階主被害階主被害階主被害階 (       )階  (主な被害内容                                                 ) 
 
J.基礎形式基礎形式基礎形式基礎形式 1.独立基礎(玉石等) 2.布基礎 3.高基礎(一階が RCの車庫等の場合)  4.杭（種類と本数    ） 5.不明 
 
K.基礎被害基礎被害基礎被害基礎被害 1. 無被害 2.部分的亀裂 3.著しい(破壊あり) 4.基礎のずれ 5.基礎傾斜   6.不明 
 
L.地盤変状地盤変状地盤変状地盤変状 1. 無 2. 有 →（場所と形態、傾斜角度・方向、変動量                  
                    ） 例 建物直下／敷地南端，亀裂沈下，液状化（噴砂），土砂など 
 
M.屋根形式屋根形式屋根形式屋根形式 1.土葺瓦 2.土無瓦 3.金属 4.スレート 5.その他（       ） 6.不明 
 
N.屋根被害屋根被害屋根被害屋根被害 1.ほとんど無被害 2.著しいずれ（部分的） 3.全面的にずれ，破損 4.判定不能 
 
メモ欄メモ欄メモ欄メモ欄 
O. 余震による被害拡大余震による被害拡大余震による被害拡大余震による被害拡大   1. 無 2.有（余震前の応急危険度判定：赤・黄・緑） 

P. 増築増築増築増築  1.無 2.有 3.コメント(                  )   Q. 宅地危険度判定宅地危険度判定宅地危険度判定宅地危険度判定     1. 無 2. 有（赤・黄・緑） 

R. 耐震等級耐震等級耐震等級耐震等級  1.等級 1 2.等級 2 3.等級 3 4.等級なし 5.不明  S.ブロック塀被害ブロック塀被害ブロック塀被害ブロック塀被害 1.有 2.無 

T. 家族・在宅人数家族・在宅人数家族・在宅人数家族・在宅人数  1.家族（   ）名 うち 在宅（   ）名  2.不明 

U. 人的被害状況人的被害状況人的被害状況人的被害状況  1.死亡（   ），重傷（   ），軽症（   ） 2.無し 3.不明    
 
V. 破壊パターン破壊パターン破壊パターン破壊パターン：木造，軽量 S造の場合 下図の該当パターンに○ 

重量 S造，RC造の場合 記号を記入（別紙参照）：                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地区名調査地区名調査地区名調査地区名 2014 年長野県北部地震年長野県北部地震年長野県北部地震年長野県北部地震 

無

被

害

一

部

損

壊

Nd0 Nd0

Md1 Md1

Md2 Md2

Ud3

Ud4

Ud5- Gd5-

Cd6- Cd6+

Ud5+ Gd5+

Gd4 Ed4 Sd4

Sd5

Gd3 Ed3 Rd3 Rd3 Sd3

Damage

Grade

Damage

index

D0

D1

D2

D3

D4

D5

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

無被害

壁面の亀裂及び外装材の若干の剥落 。

屋根瓦・壁面のモルタル等の大幅な剥落 。

無被害

壁面の亀裂及び外装材の若干の剥落 。

屋根瓦・壁面のモルタル等の大幅な剥落 。

２階破壊型 1階破壊型 全体破壊型 屋根破壊型 屋根破壊型

２階の柱・梁・壁の一

部が構造的に破壊され

ているが、内部空間を

欠損するような被害は

生じていない 。

1階の柱・梁・壁の一

部が構造的に破壊され

ているが、内部空間を

欠損するような被害は

生じていない 。

柱・梁・壁の一部が構造的

に破壊されているが、内部

空間を欠損するような被害

は生じていない 。

屋根瓦が大部分

崩落する（特に

内部に）。

屋根瓦が大部分

崩落する（特に

内部に）。

２階の柱・梁の破壊

による、内部空間が

欠損する 。

２階の破壊される 、

もしくは２階が崩落

する 。

2階部分の破壊がか

なり及んでいる 。

構造被害：居住空間が著しく

損なわれる。状態は１階の屋

根が接地している、もしくは

しそうである 。

1階の屋根もしくは軒に

相当する部分が接地して

いる、もしくは接地しそ

うである 。

2階の屋根が接地しているか接

地しそうである 。

完全に瓦礫化している ・

1階の柱・梁

の破壊による 、

内部空間が欠

損する 。

1・ 2階の柱・梁の破

壊による、内部空間

が欠損する 。

柱・梁の破壊による 、

内部空間が欠損する 。

木造２階建て建物の破壊パターン 木造２階建て建物の破壊パターン 木造1 階建て建物の破壊パターン

D6

１・２階の柱・梁・壁

の一部が構造的に破壊

されているが、内部空間

を欠損するような被害は

生じていない。

参考参考参考参考：使用した：使用した：使用した：使用した建物被害建物被害建物被害建物被害調査調査調査調査シート（シート（シート（シート（文献文献文献文献１、１、１、１、被害被害被害被害チャートはチャートはチャートはチャートは文献文献文献文献４４４４による）による）による）による） 



W. 断層による被害断層による被害断層による被害断層による被害 (詳細詳細詳細詳細) 

建物の傾斜角度・方向 

(例：北側に 5°傾斜) 

 

 

 

基礎と建物のずれ幅  

 

 

地盤の変動量 

(例：北側で 20cm 沈下) 

 

 

 

 

周辺状況のスケッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民の方へのヒアリング、コメント、メモなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


